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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第３区分
【発行日】平成20年5月15日(2008.5.15)

【公開番号】特開2005-293589(P2005-293589A)
【公開日】平成17年10月20日(2005.10.20)
【年通号数】公開・登録公報2005-041
【出願番号】特願2005-99201(P2005-99201)
【国際特許分類】
   Ｇ０６Ｆ  19/00     (2006.01)
   Ｇ０６Ｆ  17/30     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０６Ｆ  19/00    １４０　
   Ｇ０６Ｆ  17/30    １７０Ｄ
   Ｇ０６Ｆ  17/30    ２２０Ｃ

【手続補正書】
【提出日】平成20年3月28日(2008.3.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複合的な電子表現物を作成する方法であって：
　書類の電子表現物を受信するステップ；
　前記書類の前記電子表現物から特徴を抽出するステップ；
　前記特徴を記録情報と比較し、前記特徴に合致する前記記録情報中の情報を決定するス
テップ；
　前記特徴に合致する記録情報中の情報及び前記書類の受信した電子表現物に基づいて、
挿入する情報を決定するステップ；及び
　決定された情報より成る複合的な電子表現物を形成するステップ；
　を有することを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記特徴に合致する前記記録情報についての関連情報を決定するステップ
　を更に有することを特徴とする請求項１記載の方法。
【請求項３】
　前記関連情報が、記録情報についての時間情報及びソース情報を有する
　ことを特徴とする請求項２記載の方法。
【請求項４】
　前記複合的な電子表現物内の決定された情報に前記関連情報を関連付けるステップ
　を更に有することを特徴とする請求項２記載の方法。
【請求項５】
　前記複合的な電子表現物中の決定された情報の選択内容を受信するステップ；及び
　決定された情報に関する関連情報を用いて、記録情報にアクセスするステップ；
　を有することを特徴とする請求項４記載の方法。
【請求項６】
　プレゼンテーション中に記録した情報を用いて、書類の複合的な電子表現物を作成する
方法であって：
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　前記プレゼンテーションについての書類の電子表現物を受信するステップであって、前
記電子表現物は、前記プレゼンテーション中に提示された特徴を含むところのステップ；
　前記電子表現物から前記特徴を抽出するステップ；
　前記プレゼンテーション中に記録された情報と前記特徴とを比較し、１以上の特徴に合
致する記録情報中の情報を決定するステップ；
　前記特徴に合致する記録情報中の情報及び書類の受信した電子表現物に基づいて、挿入
する情報を決定するステップ；及び
　決定された情報より成る複合的な電子表現物を形成するステップ；
　を有することを特徴とする方法。
【請求項７】
　１以上の特徴に合致する記録情報についての関連情報を決定するステップ
　を更に有することを特徴とする請求項６記載の方法。
【請求項８】
　前記関連情報が、記録情報についての時間情報より成り、前記時間情報は、１以上の特
徴に関連する情報が前記プレゼンテーション中に提示された時間を示す
　ことを特徴とする請求項７記載の方法。
【請求項９】
　挿入情報の選択内容を受信するステップ；及び
　複合的な電子表現物中の決定された情報についての関連情報を使用して、前記時間情報
に示される時点でプレゼンテーション中に記録された情報にアクセスするステップ；
　を更に有することを特徴とする請求項８記載の方法。
【請求項１０】
　複合的な電子表現物を作成するデータ処理システムであって：
　プロセッサ；
　前記プロセッサに接続されたメモリ；
　を有し、前記メモリは前記プロセッサで実行するための複数のモジュールを格納するよ
う構成され、前記複数のモジュールは：
　書類の電子表現物を受信する手段；
　前記書類の前記電子表現物から特徴を抽出する手段；
　前記特徴を記録情報と比較し、前記特徴に合致する前記記録情報中の情報を決定する手
段；
　前記特徴に合致する記録情報中の情報及び前記書類の受信した電子表現物に基づいて、
挿入する情報を決定する手段；及び
　決定された情報より成る複合的な電子表現物を形成する手段；
　を有することを特徴とするデータ処理システム。
【請求項１１】
　前記特徴に合致する前記記録情報についての関連情報を決定する手段
　を更に有することを特徴とする請求項１０記載のデータ処理システム。
【請求項１２】
　前記複合的な電子表現物内の決定された情報に、前記関連情報を関連させる手段
　を更に有することを特徴とする請求項１１記載のデータ処理システム。
【請求項１３】
　前記複合的な電子表現物中の決定された情報の選択内容を受信する手段；及び
　決定された情報に関する関連情報を用いて、記録情報にアクセスする手段；
　を有することを特徴とする請求項１２記載のデータ処理システム。
【請求項１４】
　プレゼンテーション中に記録した情報を用いて書類の複合的な電子表現物を作成するデ
ータ処理システムであって：
　プロセッサ；
　前記プロセッサに接続されたメモリ；
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　を有し、前記メモリは、前記プロセッサで実行するための複数のモジュールを格納する
よう構成され、前記複数のモジュールは：
　前記プレゼンテーションについての書類の電子表現物を受信する手段であって、前記電
子表現物は、前記プレゼンテーション中に提示された特徴を含むところの手段；
　前記電子表現物から前記特徴を抽出する手段；
　前記プレゼンテーション中に記録された情報と前記特徴とを比較し、１以上の特徴に合
致する記録情報中の情報を決定する手段；
　前記特徴に合致する記録情報中の情報及び書類の受信した電子表現物に基づいて、挿入
する情報を決定する手段；及び
　決定された情報より成る複合的な電子表現物を形成する手段；
　を有することを特徴とするデータ処理システム。
【請求項１５】
　複合的な電子表現物を作成する装置であって：
　書類の電子表現物を受信する手段；
　前記書類の前記電子表現物から特徴を抽出する手段；
　前記特徴を記録情報と比較し、前記特徴に合致する前記記録情報中の情報を決定する手
段；
　前記特徴に合致する記録情報中の情報及び前記書類の受信した電子表現物に基づいて、
挿入する情報を決定する手段；及び
　決定された情報より成る複合的な電子表現物を形成する手段；
　を有することを特徴とする装置。
【請求項１６】
　プレゼンテーション中に記録した情報を用いて、書類の複合的な電子表現物を作成する
装置であって：
　前記プレゼンテーションについての書類の電子表現物を受信する手段であって、前記電
子表現物は、前記プレゼンテーション中に提示された特徴を含むところの手段；
　前記電子表現物から前記特徴を抽出する手段；
　前記プレゼンテーション中に記録された情報と前記特徴とを比較し、１以上の特徴に合
致する記録情報中の情報を決定する手段；
　前記特徴に合致する記録情報中の情報及び書類の受信した電子表現物に基づいて、挿入
する情報を決定する手段；及び
　決定された情報より成る複合的な電子表現物を形成する手段；
　を有することを特徴とする装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】発明の名称
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の名称】複合的な電子表現物を作成する方法、装置及びデータ処理システム
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